
こちらも募集しています！

「九大病院・馬出フラワーボランティア」ブース(講座実施補助)
★こけ玉教室、押し花のハガキ・しおり作り

１４日、１５日とも 若干名

お問い合わせ先 092-822-5832 みどり課企画推進係 中原

毎年秋に行っている「グリッピキャンペーン」を、今年も舞鶴公園西広
場で開催いたします。広々とした緑あふれる公園で秋の1日を過ごしてみま
せんか? ご家族やお友達をお誘いあわせのうえ是非ご来場ください。
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グリッピキャンペーン2017
ひろげよう 育てよう みどりの都市

投稿記事のしかた

本誌に記事を載せたい方は記事
内容を書面（メール可）で提出
してください。
10月号（10月20日前後発行）
への投稿締切は10月10日です。

・グリッピキャンペーン2017
ひろげよう 育てよう
みどりの都市

・緑のコーディネーター
スタッフ募集
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・グリッピキャンペーン2017
ウェルカムガーデンデザイン決定

・ペットボトルハンギング
～鳥飼公民館～

2

・夏のコケ玉を作りましょう
～ 舞鶴公民館 ～

・「ボランティアルーム」の
ご活用について

3

・緑のコーディネーターによる
体験講座
～カラーサンドアレンジ～

・「グリーンノート」
投稿記事募集について

4

・水やり水量を検証しました
～大濠ガーデニングクラブ～

5

・ニューヨーク紀行 6

・第15回花と緑のまちづくり賞
が決定しました！

・「活動団体のメンバー
やボランティア募集」
の記事を募集します！

7

・福岡市植物園からの
お知らせ

8

詳しい内容は同封のチラシをご覧ください。
【日時】１０月１４日(土)、１５日(日) １０:００～１６:００

緑のコーディネーターの皆さまへ
■グリッピキャンペーン2017にご参加ください♪

平成29年10月14（土）～15日（日）、舞鶴公園西広場で開催します、
グリッピキャンペーン2017において、イベントに参加してくれるスタッ
フを募集します。一緒に楽しくイベントに参加してみませんか？
参加希望者やお問い合わせは、みどり課 安武までご連絡ください！

①樹木の名前当て
舞鶴公園 西広場内の樹木に番号を付けて、参加者に名前を当てても
らう時の案内や答え合せをしてくださる方。
14日 6名 / 15日 6名

②たねダンゴ作り体験
たねダンゴ作り体験の指導とお手伝い（当日打ち合わせで、作り方など
は説明しますので、作ったことがない方でも大丈夫です）
14日 6名 / 15日 6名

③インフォメーション業務
グリッピキャンペーン会場内でのアンケートの回収や会場案内など
14日 4名 / 15日 4名

この他にも、ステージ花装飾の企画実施、作品展の作品も募集しています。
（詳しくは、緑のコーディネーター企画会議ニュースをご覧ください）

なお、参加希望者に偏りが生じた時は、個別に相談させていただきます。
多数のご参加お待ちしております！

お問い合わせ先 092-822-5832 みどり課企画推進係 安武
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ペットボトルハンギング(活動報告)
■鳥飼公民館

鳥飼公民館主催講座で、ペットボトルのハンギン
グバスケットを作りたいという依頼を受け、石井康
子さんに講師を依頼し、講座を行いました。
当日は、緑のコーディネーター藤田美春さんにお手
伝いしていただきました。

今回は、ベゴニアを使った作品で、参加者は「赤
2株。白１株」もしくは、「ピンク２株、白１株」
のどちらかを選んでいただきました。
容器作りでは、硬いペットボトルに少々苦戦されな
がらも、上手に容器が完成し、好きな順番で花苗を
植え込み完成。

作品が出来上がったら、机を片づけて、お茶を飲
みながら作品鑑賞会。最後に講師が管理方法の説明
を行いました。
終始、和気あいあいとした雰囲気の中での講座で、
参加していただいた皆さんも、楽しかったと感想を
話してくださいました。

グリッピキャンペーン2017
ウェルカムガーデンデザインが決定しました

今年もグリッピキャンペーンの会場入口でウェルカムガーデン2基が来場者をお迎えします。
このウェルカムガーデンのデザインを公募したところ、緑のコーディネータ―の方々のご応募
を含め、7団体から力作が寄せられました。審査委員会を行った結果、

＜大濠公園側入口＞
西日本短期大学ランドスケープデザイン部+Gscape 「植える花夢」
＜名島門側入口＞
園芸福祉ふくおかネット 「ようこそ、秋色に染まる五感の庭へ・・・」

が選考されました。
選考された2団体の皆様には会期に合わせてウェルカムガーデンを制作していただくことと

しております。
グリッピキャンペーン2017にお越しになって、秋を感じる素敵なガーデンをご覧になってく
ださい。

西日本短期大学ランドスケープデザイン部+Gscaps

「植える花夢」
園芸福祉ふくおかネット

「ようこそ、秋色に染まる五感の庭へ・・・」

【日時】9月7日(木)10：00～12：00

【場所】城南区 鳥飼公民館

【講師】石井康子 【参加人数】20名

次回は、ビオラで作品を作りたいとの参加者から
の要望を受け、１２月にまた講座を開催することが
決定しました。

今年度は、少しずつですが、公民館からの依頼も
増えてきたように思います。

これからも、一層、緑のコーディネーターのPRを
頑張っていきたいと思います。
講座に関わってくださった皆様、本当にありがとう
ございました。

(公財) 福岡市緑のまちづくり協会 安武 亜希子

作業風景 管理方法の説明

お茶を飲みながらの感想発表 出来上がった作品



夏のコケ玉を作りましょう(活動報告)

■舞鶴公民館

「舞鶴男女共同参画推進委員会」様から講座依頼があ
り中央区舞鶴公民館で、「コケ玉づくり」をさせていた
だきました。ここは私の母校・舞鶴中学校がある校区、
舞中卒の先輩・後輩の皆様といつしか心が打ち解けて和
やかな雰囲気の中、観葉植物で夏のコケ玉を作りました。

シャムオリズルラン、フィットニア、コーヒー、テー
ブルヤシなどからお好みの植物を選んでいただき、コケ
玉の作り方の手順を説明した後、実践へ。「植物をポッ
トからやさしく出して、根鉢の土をま～るく丸めてくだ
さい」「次にケト土を手のひらサイズの大きさに延ばし
て、植物の根鉢を丸めた部分をケト土で包みます」。ケ
ト土の上からハイゴケ(這苔)で包み、黒色の木綿糸で巻い
たらコケ玉の完成です。・・・が、ここで、コケ玉作り
の難所? 糸巻きの仕方を一人一人数回シッカリと練習し
ていただきました。練習の成果と受講者の皆様手が器用
で、コケ玉づくりが初めてとは思えない綺麗なコケ玉が
完成しました。

後日、「苔玉作りとても楽しかったです。かわいい苔
玉ができ、みなさん大満足してましたよ。私も毎日眺め
ながら水をあげてます。この暑い夏を乗り切るための癒
しになってます」。と舞中卒業生の後輩、主催団体 武居
敦子様から返信メールをいただきました。懐かしい母校
のお話しをさせていただきながら楽しい講座でした。あ
りがとうございました。
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≪緑のコーディネーター 米倉治美さん≫

【日時】8月19日(土)13：00～15：00

【場所】中央区 舞鶴公民館

【講師】米倉治美

【参加人数】18名

受講者のコケ玉です♪

説明を受けながら実践

練習の成果が出ています

「ボランティアルーム」をご活用ください！

【場所】(公財)福岡市緑のまちづくり協会
福岡市早良区百道浜２－３－２６(福岡タワービル２F)

【開設時間】月～金 9：30～１７：00
【休館日】 土・日・祝日・年末年始(12/29～1/3)
【対 象】 緑のコーディネーター、地域の森・花づくり活動団体
【収容人数】１５名程度
【利用できる設備】パソコン(インターネットにつながっています)

湯呑み、ポットなど、コピーが必要な場合はお申し出ください。
【申込方法】TEL、FAX、メールでお申込みください。(先着順になります)

利用内容、利用時間、人数をお知らせください。
【申込先】緑のまちづくり協会 みどり課

TEL：822-5832 FAX：822-5848 Email：mms@midorimachi.jp

緑のコーディネーターと地域の森・花づくり活動団体の皆さまが、打合せや資料作り等に自由に使える部屋
として、福岡市緑のまちづくり協会内に「ボランティアルーム」を開設しています。どうぞご活用ください。

お花関係の本も
借りられるのね♪

PCが使えるから、
資料作りに便利！



緑のコーディネーターによる体験講座（活動報告）
■カラーサンドアレンジ
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≪緑のコーディネーター 吉松晃子さん≫

【日時】9月6日(水)14：00～16：00

【場所】西市民センター

【講師】吉松晃子 【スタッフ】坂森 恵、藤田美春

【参加人数】30名 【受講料】７００円

今回、市政だよりで20名募集をしたところ、54名の応募が
あり、定員を30名に増やしての講座開催となりました。

ガラスの器に、土を落とした観葉植物（パキラ）を入れ、お
好みの4色の砂を重ねながら植え込むアレンジメントです。
作品見本を7種類用意し、選んだ色による違いを見ていただき、
万国旗や、「花壇づくりハンドブック」を活用して、色彩の
説明を行い、テーマ・コンセプトを決めて、好きな色を選ん
でいただきました。

講師による実演では、色を重ねるごとに「わぁ～」と歓声が
上がり、その後、皆さんも、嬉しそうにカラーサンドをサラ
サラと重ね、仕上げに、ピックやミニマスコットを飾りました。

最後に皆さんと、全員の作品鑑賞会・質疑応答の時間をとっ
て、楽しい時間を過ごすことができました。
講座前に、スタッフでの打合せを入念に行ったおかげで、ど
のタイミングで、何をしたら良いか全員で分かり合えたので、
とてもスムーズに講座が進み、事前準備の大切さを再確認し
ました。
おかげさまで、多くの皆さんの笑顔に会えて嬉しい講座とな
りました。

テンポよく講座が進みました

講師による実演 色を選ぶのも楽しいです♪ 素敵な作品が完成しました

パキラの土を落とします

「グリーンノート」の投稿記事をお待ちしています！

皆さまからの投稿記事を募集しています。

・おすすめの花の名前
・素敵な街並み紹介
・日頃お手入れをされている花壇の状況
・イベントを開催します。来てください。

などなど・・・

◆投稿記事のしかたは「グリーンノート」１ページをご覧ください



水やり水量を検証しました(^▽^)/
■大濠公園ガーデニングクラブ

こんにちは。大濠公園ガーデニングクラブです。当稿は普段のちょっと気になった事象の検証
報告です。

ボランティアメンバーもぐったりする暑さ。ちょっと作業するとノドが渇きますが、花壇の花
木だって水を欲しがっています。多くの読者のみなさまが「水やりの大変さ💦💦」を想像できます
でしょうか。

さて、当会が手入れする花壇の総面積は149平方メートルあります。みなさんイメージしてく
ださい。地表はカラカラに乾いており、この花壇に水やりをしたいと思います。

【Q.さて、どのくらいの水量を注ぎましょうか？】

ここで少し植物のまわりに起こっている現象【1.水分収支】を紹介します。日中、植物は光合
成を行いながら、みずからに蓄えた水分を「蒸散」させて生きています。地表面からも日射に
よって大量の水蒸気が「蒸発」します。この「蒸散」と「蒸発」によって奪われる同量以上の水
を注がないと花木は健全に成長できません。花木の種類による散水量も考慮しなければなりませ
んが、今回は花壇に注ぐ全体の水量について検証してみます。

水分収支を考慮し、地表から2センチメートル程度まで潤せるように水を注ぎ込むと考えましょ
う。そうすると、

【A.注ぎ込む水量は3,000リットル（※1）程度となります。】

「3,000リットルも！」みなさんはどうやって注ぎますか。当会では花壇2か所にある【2.散
水栓(呼び径13)】から注ぎます。水やりしながら皆さんも考えませんか。「もっとたくさん水が
出たらいいのに！」お庭や花壇に散水栓のある大抵の方はホース(リール)をつなぎ、その末端に散
水(スプレー)ノズルを付けていますでしょうか。その散水ノズルからジョウロやバケツに水を注い
でみてください。いっぱいに満たされるまでずいぶんと時間が掛かりませんか？
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≪代表：花栗美百合さん／記：吉田隆洋さん≫

【日時】9月3日（日）8：００～9：００

【場所】大濠公園ボートハウス前の花壇

【検証者】吉田隆弘

次に、ホースを外して蛇口から直接注いでみてください。
「あれ？」あっという間にいっぱいになる気がしませんか。
ホースの(あり/なし)によって注水の勢い（早さ）が2～3倍違う
のではないかと想像できますが、水量減少の要因に

①ホースジョイントからの漏れ
②口径縮小による抵抗や損失
③ホースのつぶれやねじれ などが考えられます。

検証前、当会で使用していた散水ノズルから注がれる水量
は”10リットルを注ぐのに約90秒”でした。これでは”3,000
リットルを注ぐのに3時間40分程度”を費やし、水やり作業に
ウンザリしてしまいます。そんなときは大きめのホームセンター
へ行ってみましょう。園芸コーナーには水やり道具が豊富に揃っ
ていると思います。創意工夫しだいで水やり作業を効率化できる
ことでしょう。

ちなみに当会では、①ホースジョイント ②ホース ③散水ノ
ズル を最適化して”10リットル注水に50秒。3,000リットル
の水やり作業を2時間10分程度（※2）まで改善”できました。

この件につきましてご質問・ご要望などがございましたら”大濠公園ガーデニングクラブ”
までお申し出ください。

（※1）:149平方メートルに2センチメートル程度の注水を想定
（※2）:3,000リットルを”10リットル50秒”の2水栓で同時注水

【1.水分収支】

【2.散水栓(呼び径13)】
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■ニューヨーク紀行

今年の夏は、ニューヨークで過ごしました。
「夏のニューヨークは暑い！！」と言われていましたが、日本の猛暑に比べたら、とっても過ご
しやすい夏でした。
今回の旅の目的は大きく3つありました。

一つは、世界3大美術館の一つメトロポリタン美術館でコムデギャルソンのコレクションを見る
事！！(実は私の本業はファッション関係でして…)

もう一つは、ニューヨーク植物園で開催中のデイル•チフリーの野外ガラス彫刻を見る事！！
そして最後の一つは、セントラルパークやブライアントパークでの野外の夏フェス&ミュージカ

ルに参加見物する事！！でした。
どれも楽しめましたので、説明の言葉より写真でご紹介したいと思います。

詳しい内容は、インターネットで検索して下さ〜い。便利な時代ですよね〜♪

≪緑のコーディネーター 竹下順子さん≫

NYの街並み、公園、カフェ、ホテル…たくさんの緑が溢れています。
公園を散歩すれば、オシャレなニューヨーカー気分を満喫できそうです♪
コムデギャルソンの甲冑モチーフの服、デイル・チムリーのガラス彫刻は、
どちらも色彩が美しく、ステキですね。

グリーンノート編集担当より
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～地域の森・花づくり活動団体のみなさまへ～

「活動団体のメンバーやボランティア募集」の記事を募集します！

先月号のグリーンノートでもお知らせしましたが、現在、緑のコーディネーター第8期生の
養成講座が行われています。受講生の方からは「養成講座終了後に活動したいけれど、どこ
でどのような活動をしているか知りたい」という声があり、活動団体の皆さまからは「仲間
を増やしたい」との声を聞きます。

そこで・・・「グリーンノート」に活動団体等のメンバーや不定期に活動へ参加するボラ
ンティア募集の記事を掲載し、養成講座受講生の方々をはじめ緑のコーディネーターの皆さ
まの今後の活動の参考にして頂こうと考えました。

以下のとおり記事を募集しますので、ぜひ投稿をお願いします!

【 募 集 対 象 】 森 づ く り ・ 花 づ く り の 団 体 に 加 え 、 市 民 向 け に 講 座 を 行 う
グループ、植物観察会グループなどのメンバー募集記事も受け付けます。

【記事の内容】①団体名 ②活動内容 ③活動場所 ④活動日
⑤PRコメント ⑥写真（できるだけメンバーが写っているもの）

【掲 載 時 期】グリーンノート１０月号

＊参加希望者には連絡先を協会からお伝えしますので、応募の窓口となる方の連絡先と連絡
方法を記事と一緒にご連絡ください。

＊メンバーは募集したいが、「記事を作成するのはちょっと大変…という団体の方は電話で
ご相談ください。

◆ 問合せ：（公財）福岡市緑のまちづくり協会
みどり課企画推進係 担当：肥後谷(ひごたに)

T E L ： 822-5832 FAX： 822-5848 
E-mail： higotani.e@midorimachi.jp

「花と緑のまちづくり賞」は市民協働の花と緑のまちづくり
活動に顕著な功績のあった団体を顕彰するための賞に生まれ変
わって２年目となります。
今年度は花づくり活動団体、緑の保全管理団体合わせて１０４
団体が審査の対象でした。８月４日の審査委員会で2団体の受
賞が決定しています。

第15回花と緑のまちづくり賞が決定しました！

【平成２９年度 受賞団体】

・NPO法人 福岡グリーンヘルパーの会
・みどりちかまる推進局

＊１０月号から数回にわたり、受賞団体＋地域の森・花づく
り活動団体の紹介をしたいと考えています。お楽しみに！！



福岡市植物園からのお知らせ（情報提供）

こんにちは福岡市植物園です。

植物園では、恒例の「秋のバラまつり」を、１０月２０日（金）～１１月５日（日）に開催い
たします。

期間中は、福岡バラ会主催の秋のばら展やバラの人気投票、福岡中央高等学校の吹奏楽部に
よるガーデンコンサートなどのイベントを行う予定です。詳細は１０月上旬にホームページや
チラシなどでお知らせします。

園内のバラは，とても元気で１０月の下旬頃には満開になる予定です。バラ園のウッドデッ
キではバラの香りに包まれながら，ゆっくり休憩することもできます。

また，１０月２９日（日）は緑化月間無料開園日となっております。

みなさまのお越しをお待ちしております。

Ｎｏ．１３７ ９月号 発行日 平成２９年９月２０日
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バラの香りに包まれるウッドデッキ

(催し物情報)
○イベント
・ハーブまつり 10/28（土）～10/29（日）
・あおぞらえほん 10/29（日）
・グリーンアドベンチャー 10/29（日）
・植物画コンクール作品募集 11/1（水）～1/31（水）
○展示会
・どんぐりの標本展 10/11（水）～11/12（日）
・秋の盆栽展 10/13（金）～10/15（日）
・秋のばら展 10/20（金）～10/22（日）
○講座
・ハンギングバスケット基礎講座 10/25（水）（受付〆切10/11（水））
・バラの手入れと管理 11/2（木）（受付〆切10/19（木））
・フラワーアレンジメント基礎講座 11/4（土）（受付〆切10/21（土））
・マイひょうたんづくり体験教室 11/5（日）（受付〆切10/22（日））
・秋の庭木の管理 11/10（金）（受付〆切10/27（金））
・カンランを育ててみよう 11/17（金）（受付〆切11/3（金））
・寄せ植え講座 11/29（水）（受付〆切11/15（水））
○観察会
・旬の植物ガイド 10/7（土）（〆切9/23（土））
・植物観察会【紅葉・どんぐり】 11/11（土）（受付〆切10/28（土））

詳しくはホームページ又は市政だよりをご覧ください
☆植物園ホームページ http://botanical-garden.city.fukuoka.lg.jp/
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